


















 本学はマルク創設時から 3 年間、文科省から「戦略的大学連携」支援プログラ
ムの助成を受けた2。その助成により、開館当初は建物だけだったマルクに、多
言語教育と多文化理解に役だつ教材を備えることができた。マルクは現在、多言
語教材ソフト（書籍、DVD、CD など）を 8000 点、文化的教具（民族衣装、楽
器、ゲーム、人形、茶道具など）を 1000 点ほど保有している。それらが少しず
                                                                 
1 http://www2.kuis.ac.jp/mulc/参照。 






























                                                                 
3 神田外語大学研究助成金（共同研究）「多文化・多言語教育／学習のためのマルチメディアデータベー








タイトルなど必要事項の和訳が必要である。わずか 12 言語とはいえ、8000 点を
越える書誌データをもれなく処理するのは大仕事である。試行錯誤を重ねながら、









2014 年 3 月にようやくアイリスへの移行を完了した。さらに、図書貸出しコー
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 回答数 ％ 
毎日 105 20 
週 2～3 日 101 19 
週 1 日 71 14 
あまり利用しない 152 29 
まったく利用しない 93 18 
計 522  
 
■表 2： 来館時間（複数回答可） 
 回答数 ％ 
空き時間 251 42 
昼休み 224 38 
一日の授業終了後 122 20 






 回答数 ％ 
30 分以内 73 20 
31～60 分以内 151 41 
61 分～90 分以内 108 29 
91 分～120 分以内 27 7 
121 分以上 12 3 
計 371  
 
 大学に来たら学生はまず授業に出席する。学生がマルクにやってくるのは授業
以外の時間帯である。表 1、2 に見るように、地域言語専攻のほぼ 40％の学生が
週に 2 日以上の頻度で、授業と授業の空き時間、昼休み、放課後などに来館して





■表 4： 来館目的（複数回答可） 
 回答数 ％ 
友達と話す 318 33 
自習 168 18 
留学生と話す 147 15 
ネイティブの先生と話す 142 15 
食事 115 12 
インターネットの利用 20 2 
エリアでのイベント参加のた 19 2 
本、雑誌などを読む 15 2 
その他 14 1 
計 958  
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★留学生が読み聞かせを行ってくれることもあります。中国語で語ってく   
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２.２ 英語専攻生のマルク利用 
■表 5： 来館頻度 
 回答数 ％
毎日 3 1 
週 2～3 日 7 2 
週 1 日 8 2 
あまり利用しない 62 15 
まったく利用しない 334 80 
計 414   
■表 6： 来館時間帯（複数回答可） 
 回答数 ％
空き時間 27 46 
昼休み 23 39 
一日の授業終了後 9 15 
計 59   
■表 7： 滞在時間 
 回答数 ％
30 分以内 33 51 
31～60 分以内 18 28 
61 分～90 分以内 10 16 
91 分～120 分以内 1 2 
121 分以上 2 3 
計 64   
■表 8： 来館目的（複数回答可） 
 回答数 ％
友達と話す 41 21 
留学生と話す 26 13 
ネイティブの先生と話す 23 12 
本、雑誌などを読む 23 12 
食事 20 10 
自習 18 9 
その他 43 23 






































★ブラジル・ポルトガル語専攻の 2 人の 1 年生がきっかけでした。自分のエ   











 そこで、2014 年 2 月から「トライ・外国語科目」の授業を活用して「マルク・








                                                                 

























がある。2015 年 5 月には、担当教員向けに、これまでの実践例を集めた「マル
ク・ヴィジット・ガイド」8を作成した。 



























 マルクは全学生向けの催しとして、講演会を年 2 回、映画鑑賞会を年 4 回主催
している。両方とも隣接するクリスタルホールでおこなう。 
                                                                 



















  第 3 回 2011 年７月 泉邦寿（上智大学 名誉教授） 
   「ことばとことばが出会うとき〜媒介言語論のはなし」 
  第 4 回 2011 年 11 月 大井玄（東京大学 名誉教授） 
   「エイズと文化〜アジア・アメリカ・アフリカの例から12」 
  第 5 回 2012 年 5 月 井上輝夫（詩人／慶応義塾大学 名誉教授） 
   「『紅の豚』〜その主題と歴史的背景 12」     
  第 6 回 2012 年 12 月 シルビア・ゴンサレス（本学教員） 
                         （通訳：寺尾隆吉（フェリス女学院大学） 
   「ヒロシマと芸術〜イベロアメリカの視点から」 
  第 7 回  2013 年 6 月 大島希巳江（文京学院大学／英語落語家） 
   「英語落語に世界は笑うのか？〜笑いと文化をいざ発信！」 
  第 8 回  2013 年 12 月 菊地達也（東京大学大学院人文社会系研究科） 
   「イスラム少数派とシリア内戦」 
  第 9 回  2014 年 4 月 黒田龍之助（フリーランス語学教師／本学非常勤 
    講師）  「外国語の世界の歩き方」 
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  第 10 回 2014 年 10 月 小川さやか（立命館大学先端総合学術研究所） 
   「もうひとつのチャイニーズ・ドリーム 
              〜中国-アフリカ間の模造品交易」 
  第 11 回 2015 年 5 月 スエナガ・エウニッセ 
       （ポルトガル語翻訳・通訳者、日本古典文学研究者） 
   「村上春樹の翻訳から見えてきた日本・ブラジル」 
  第 12 回 2015 年 10 月 大石雅寿（国立天文台・天文データセンター） 
   「宇宙と生命：我々は宇宙と繋がっている」 
 講演を聴いた学生が興味をもち、さらに深く知りたくなることを期待して、 













  第 5 回 2011 年 6 月 「グラン・トリノ」(2008 年 / アメリカ） 
      解説：エイチャン（本学教員） 
  第 6 回 2011 年 10 月 「王様と私」(1956 年/ アメリカ） 





  第 7 回 2011 年 11 月 「セントラル・ステーション」(1998 年/ ブラジル） 
      解説：高木耕（本学教員） 
  第 8 回 2012 年 6 月 「Obachan's Garden おばあちゃんのガーデン」 
             （2001 年、カナダ） 
      解説：リンダ・オーハマ （日系カナダ人映画監督） 
  第 9 回 2012 年 7 月 「ペルセポリス」（2007 年/ フランス） 
      解説：菊地達也（本学教員） 
  第 10 回 2012 年 10 月 「かもめ食堂」（2006 年/ 日本・フィンランド） 
      解説：稲垣美晴（エッセイスト・翻訳家・「猫の言葉社」代表）  
  第 11 回 2012 年 10 月 「インビクタス〜負けざる者たち」 
              （2009 年/アメリカ・南アフリカ） 
      解説：牧野久美子（日本貿易振興機構アジア経済研究所） 
  第 12 回 2013 年 5 月 「カーサ・エスペランサ〜赤ちゃんたちの家」 
             （2003 年/メキシコ・アメリカ）   
      解説：柳沼孝一郎（本学教員） 
  第 13 回 2013 年 6 月 「ベッカムに恋して」（2002 年/ イギリス） 
      解説：松井佳子（本学教員） 
  第 14 回 2013 年 10 月 「スパングリッシュ 
       〜太陽の国から来たママのこと」（2004 年/ アメリカ） 
           解説：柳沼孝一郎（本学教員） 
  第 15 回 2013 年 11 月「スラムドッグ＄ミリオネア」（2008 年/ イギリス） 
      解説：山形辰史（日本貿易振興機構アジア経済研究所） 
  第 16 回 2014 年 7 月 「HAFU ハーフ」（2013 年 /日本） 
      解説：神崎正哉（本学教員） 
  第 17 回 2014 年 9 月「コーリャ 愛のプラハ」（1996 年 /チェコ） 
      解説：金指久美子（東京外国語大学） 
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  第 18 回 2014 年 12 月 「汚れた心」（2011 年 /ブラジル） 
      解説：高木耕（本学教員） 
  第 19 回 2015 年 6 月 「風立ちぬ」（2013 年 /日本） 
      解説：土田宏成（本学教員） 
  第 20 回 2015 年 7 月 「それでも夜は明ける」 
             （2013 年 /イギリス・アメリカ） 
      解説：黒﨑 真（本学教員） 
  第 21 回 2015 年 9 月 「独裁者」（1940 年 /アメリカ） 
      解説：水野孝昭（本学教員） 
  第 22 回 2015 年 11 月 「ジョイ・ラック・クラブ」（1993 年 /アメリカ） 
      解説：花澤聖子（本学教員） 
 



























  年間」『神田外語大学紀要』no.18, pp.519-534. 
藤田知子(2011)「多言語コミュニケーションセンター・事始め〜2008-2010 年度」『国際 
  社会研究』no.2, pp.217-231. 神田外語大学国際社会研究所発行。217-231 
                                                                 
13 英語の ELI のシステムが参考になるだろう。 

